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泊
園
書
院
と
関
西
大
学

吾　

妻　

重　

二

　

泊は
く

園え
ん

書
院
は
江
戸
時
代
後
期
の
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）、
四

国
高
松
出
身
の
藤
澤
東と

う
が
い

（
一
七
九
四

－
一
八
六
四
）
に
よ
っ
て

大
坂
市
中
に
開
か
れ
た
漢
学
塾
で
あ
る
。
荻
生
徂
徠
の
古
文
辞
学

を
受
け
つ
ぎ
、
経
書
や
諸
子
、
歴
史
、
文
学
に
わ
た
る
該
博
な
知

識
を
も
っ
て
い
た
東

に
よ
り
、
泊
園
書
院
は
大
坂
最
大
規
模
の

私
塾
と
し
て
栄
え
た
。

　

明
治
六
年
（
一
八
七
三
）、
書
院
を
再
興
し
た
東

の
子
の
南な

ん
が
く岳

（
一
八
四
二

－
一
九
二
〇
）
は
高
松
藩
の
危
機
を
救
っ
た
功
労
者
と

し
て
、
ま
た
当
代
随
一
の
学
匠
と
し
て
名
声
高
く
、
そ
の
学
徳
を

慕
っ
て
全
国
か
ら
学
生
が
集
ま
っ
た
。
そ
の
著
作
も
き
わ
め
て
多

数
に
の
ぼ
る
。
南
岳
の
長
子
黄こ

う
こ
く鵠（

一
八
七
四

－

一
九
二
四
）、
次

子
黄こ

う
坡は

（
一
八
七
六

－

一
九
四
八
）
も
書
院
の
活
動
を
よ
く
継
承

し
、
漢
学
振
興
と
漢
詩
文
普
及
の
た
め
に
尽
く
し
た
。
黄
坡
は
戦

後
ま
も
な
く
本
学
最
初
の
名
誉
教
授
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
黄
坡
義
弟
の
石い
し

濱は
ま

純じ
ゅ
ん
た
ろ
う

太
郎
（
一
八
八
八

－

一
九
六
八
）

は
黄
坡
と
力
を
合
わ
せ
て
書
院
の
講
学
に
と
り
く
む
と
と
も
に
、

東
洋
の
諸
言
語
に
精
通
し
、
西
夏
文
字
研
究
の
先
駆
者
と
な
っ
た
。

本
学
に
お
け
る
最
初
の
文
学
博
士
号
取
得
者
で
あ
り
、
大
阪
文
化

の
研
究
者
と
し
て
も
著
名
で
あ
る
。

　

江
戸
後
期
か
ら
明
治
・
大
正
・
昭
和
と
い
う
激
動
期
の
中
、
泊

園
書
院
は
政
界
・
官
界
・
実
業
界
・
教
育
界
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
・

学
術
・
文
芸
な
ど
の
分
野
に
有
為
の
人
材
を
輩
出
す
る
と
と
も
に
、

大
阪
の
文
化
・
教
育
の
発
展
の
た
め
に
多
大
な
貢
献
を
残
し
た
。

そ
し
て
戦
後
、
同
書
院
の
蔵
書
や
書
画
、
印
章
な
ど
が
一
括
寄
贈
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さ
れ
、
本
学
総
合
図
書
館
に
「
泊
園
文
庫
」
と
し
て
収
蔵
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
泊
園
書
院
と
関
西
大
学
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い

関
係
に
あ
る
と
い
え
る
（
写
真
1
お
よ
び
2
）。
以
下
、
そ
の
特
色

と
本
学
と
の
関
係
に
つ
い
て
紹
介
し
て
み
よ
う
。

一　

幕
末
に
お
け
る
大
坂
最
大
の
私
塾

　

そ
も
そ
も
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
維
新
を
経
て
昭
和
に
至
る
近

世
・
近
代
の
激
動
期
を
く
ぐ
り
ぬ
け
て
き
た
漢
学
塾
は
ま
れ
で
あ

る
。
い
ま
、
泊
園
書
院
の
特
色
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
み
た
い
。

　

ま
ず
、
門
人
の
多
さ
が
あ
る
。
す
で
に
東

の
時
代
、
教
え
を

受
け
た
門
人
は
三
千
人
を
超
え
て
い
た
ら
し
い
。
幕
末
の
門
人
帳

『
泊
園
書
生
姓
名
録
』（
泊
園
文
庫
蔵
）
が
載
せ
る
の
は
二
百
八
十

八
名
だ
が
、
こ
れ
は
寄
宿
生
の
み
の
記
録
で
あ
っ
て
、
東

門
人

の
略
伝
を
載
せ
た
『
菁
莪
録
』（
泊
園
文
庫
蔵
）
の
南
岳
序
で
は
、

先
考
弱
冠
身
任
敎
育
、
至
卒
五
十
年
、
帷
下
之
士
、
三
千
餘

人
、
其
遭
遇
事
業
不
一
定
也
。

（
先
考
、
弱
冠
に
し
て
身
教
育
に
任
じ
、
卒
す
る
に
至
る
ま
で

五
十
年
。
帷
下
の
士
は
三
千
余
人
、
其
の
事
業
に
遭
遇
せ
ざ

る
は
一
定
な
ら
ざ
る
な
り
。）

写真 1　泊園書院本院（東区東平野町、現天王寺区東平二丁目）
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と
い
っ
て
い
る
。
東

は
大
坂
居
住
時
代
だ
け
で
も
足
か
け
四
十

年
に
な
り
、
平
野
含
翠
堂
や
豊
岡
藩
・
尼
崎
藩
な
ど
で
も
講
義
を

行
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
の
聴
講
者
を
含
め
れ
ば
、
東

の

謦
咳
に
接
し
た
門
人
が
こ
れ
ぐ
ら
い
い
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

お
そ
ら
く
こ
れ
は
当
時
の
懐
徳
堂
や
適
塾
の
塾
生
数
を
し
の
ぐ
も

の
で
、
泊
園
書
院
は
幕
末
期
に
お
け
る
大
坂
最
大
の
塾
で
あ
っ
た
。

　

当
時
の
状
況
に
関
し
、
中
井
木つ

菟ぐ

麻ま

呂ろ

『
懐
徳
堂
水
哉
館
先
哲

遺
事
』
は
懐
徳
堂
と
対
比
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る

）
1
（

。

寒
泉
時
代
ノ
懐
徳
堂
ニ
テ
ハ
、
経
書
ノ
講
義
ハ
朱
註
一
方
ノ

単
純
ナ
ル
解
釈
ニ
過
ギ
ズ
、
輪
講
其
他
書
生
方
ノ
研
究
ニ
モ
、

諸
家
ヲ
交
ヘ
挙
ゲ
テ
、
議
論
ヲ
闘
ハ
ス
コ
ト
ヲ
許
サ
レ
ズ
、

謹
慎
黙
従
シ
テ
、
教
ヲ
承
ク
ル
ヲ
常
ト
セ
リ
、
故
ニ
游
学
ノ

書
生
、
其
教
養
ニ
満
足
セ
ズ
、
競
ヒ
テ
藤
沢
東

ノ
門
ニ
集

マ
ル
形
勢
ト
為
リ
タ
リ
。（
同
書
巻
六
、
寒
泉
ノ
学
風
）

　

こ
こ
に
い
う
並
河
寒
泉
は
幕
末
期
に
お
け
る
懐
徳
堂
最
後
の
学

主
だ
が
、『
四
書
集
注
』
な
ど
朱
子
に
よ
る
解
釈
を
そ
の
ま
ま
踏
襲

し
た
単
純
な
講
義
を
行
な
う
だ
け
だ
っ
た
の
で
、
こ
れ
に
不
満
を

つ
の
ら
せ
た
遊
学
の
書
生
た
ち
は
東

の
門
に
き
そ
っ
て
集
ま
っ

た
と
い
う
。
学
問
と
人
徳
を
兼
ね
備
え
た
東

の
力
量
を
よ
く
物

語
る
記
事
で
あ
る
。

　

幕
末
期
の
東

の
評
判
は
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
に
出
版

さ
れ
た
『
浪
華
風
流
月
旦
評
名
橋
長
短
録

）
2
（

』
に
よ
っ
て
も
知
る
こ

と
が
で
き
る
（
図
1
参
照
）。
こ
れ
は
文
人
墨
客
を
大
坂
の
八
百
八

橋
に
見
立
て
た
番
付
の
一
枚
刷
物
で
、
相
撲
取
の
番
付
上
位
に
広

瀬
旭
荘
や
奥
野
小
山
が
並
ぶ
が
、
中
央
を
見
る
と
、
行
司
役
と
し

て
懐
徳
堂
の
並
河
寒
泉
が
五
十
間
の
京
橋
に
、
中
井
桐
園
が
十
五

間
の
御
成
橋
に
そ
れ
ぞ
れ
比
せ
ら
れ
る
だ
け
な
の
に
対
し
て
、
東

写真 2　 泊園書院分院、のち本院（南区
竹屋町、現中央区島之内一丁目）



泊園書院と関西大学　4

図 1　『浪華風流月旦評名橋長短録』
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は
中
央
に
後
見
役
と
し
て
別
格
扱
い
さ
れ
、
百
十
九
間
の
巨
大

な
難
波
橋
に
見
立
て
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
『
名
橋
長
短
録
』

を
評
し
た
『
浪
華
風
流
名
橋
競
ノ
評

）
3
（

』
に
も
、

今
日
浪
花
ノ
諸
文
人
ヲ
位
置
ス
ル
ニ
、
儒
ハ
東

春
草
旭
荘

小
山
ナ
ル
ヘ
シ

と
あ
り
、
東

が
後
藤
春
草
（
松
陰
）、
広
瀬
旭
荘
、
奥
野
小
山
を

従
え
て
、
大
坂
文
人
の
筆
頭
に
推
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
東

は
大
坂
に
お
い
て
誰
知
ら
ぬ
も
の
と
て
な

い
際
立
っ
た
存
在
で
あ
り
、
そ
の
門
下
に
学
生
が
雲
集
し
た
の
も

う
な
づ
け
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

二　

お
び
た
だ
し
い
門
人

　

南
岳
の
時
代
に
な
る
と
、
塾
生
の
数
は
も
っ
と
増
え
る
。
明
治

十
年
（
一
八
七
七
）、
田
中
顕
美
（
華
城
）
は
南
岳
に
つ
い
て
、

各
縣
人
々
慕
其
節
義
、
仰
其
學
業
、
日
進
、
在
今
日
則
生
徒

在
塾
者
六
十
餘
名
、
外
來
受
業
者
倍
之
。
有
一
老
人
、
謂
君

成
曰
、
子
年
猶
少
、
其
盛
如
是
、
此
三
府
未
曾
有
之
人
也
。

君
成

然
曰
、
吾
乃
不
肖
之
子
、
即
是
先
人
之
餘
澤
矣
已
。

（
各
県
の
人
々
、
其
の
節
義
を
慕
い
、
其
の
学
業
を
仰
ぎ
、
日

び
に
進
む
。
今
日
に
在
り
て
は
則
ち
生
徒
の
塾
に
在
る
者
六

十
余
名
、
外
来
の
受
業
者
は
之
に
倍
す
。
一
老
人
有
り
、
君

成
〔
南
岳
の
こ
と
〕
に
謂
い
て
曰
く
、「
子
、
年
猶
お
少わ

か
き

に
、
其
の
盛
ん
な
る
こ
と
是
の
如
し
。
此
れ
三
府
に
未
だ
曾

て
有
ら
ざ
る
の
人
な
り
」
と
。
君
成

然
と
し
て
曰
く
、「
吾

は
乃
ち
不
肖
の
子
な
り
。
即
ち
是
れ
先
人
の
余
沢
の
み
」
と
。）

と
伝
え
て
い
る

）
4
（

。
す
な
わ
ち
、
明
治
十
年
、
南
岳
は
ま
だ
三
十
六

歳
と
若
か
っ
た
が
、
す
で
に
そ
の
名
声
と
学
業
に
よ
り
全
国
各
県

か
ら
生
徒
が
集
ま
り
、
在
塾
生
（
寄
宿
生
）
だ
け
で
も
六
十
余
名
、

通
学
生
が
そ
の
倍
は
い
た
。
こ
ん
な
例
は
東
京
・
京
都
・
大
阪
の

三
府
に
は
な
い
、
と
い
う
。
南
岳
は
父
の
東

を
し
の
ぐ
豊
か
な

学
殖
の
持
ち
主
で

）
5
（

、
し
か
も
単
な
る
書
斎
型
の
学
者
で
は
な
く
書

院
経
営
の
才
能
も
あ
わ
せ
も
っ
て
い
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
明
治
時
代
の
こ
と
と
し
て
、
南
岳
門
人
で
、
の
ち

大
阪
経
済
界
の
重
鎮
と
し
て
大
活
躍
し
た
永
田
仁に

助す
け

の
伝
記
『
磐

舟
永
田
翁
傳
』（
泊
園
文
庫
蔵
）
は
、

彼
れ
（
南
岳
の
こ
と
―
引
用
者
注
）
の
言
説
は
優
に
門
弟

の
心
境
を
動
か
し
、
心
身
こ
れ
師
の
感
動
を
受
け
激
發
せ
ざ

る
は
な
か
つ
た
。
其
後
こ
の
家
塾
は
、
南
本
町
、
若
松
町
、
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東
平
野
町
五
丁
目
等
に
轉
々
移
動
す
る
こ
と
七
回
に
及
ん
だ

が
、
彼
の
學
德
を
敬
慕
し
て
、
來
つ
て
敎
を
乞
ふ
も
の
は
常

に
數
百
人
に
及
び
、
在
塾
生
の
み
に
て
も
百
數
十
人
を
下
る

こ
と
は
な
か
つ
た
。
故
に
通
學
生
の
如
き
は
廊
下
に
溢
れ
て

師
の
説
に
聽
き
入
る
と
云
ふ
が
如
き
盛
況
で
あ
つ
た
。

と
記
し
て
い
る
。
在
塾
生
だ
け
で
百
数
十
人
以
上
、
通
学
生
は
常

に
数
百
人
は
お
り
、
講
義
時
に
は
学
生
が
廊
下
に
あ
ふ
れ
る
ほ
ど

の
盛
況
だ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
っ
て
、
南
岳
の
感
化
力
が
い
か
に

強
か
っ
た
か
が
わ
か
る
。
こ
の
数
は
、
泊
園
書
院
最
盛
期
に
お
け

る
学
生
の
概
数
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

　

こ
の
ほ
か
、
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
十
月
、
南
岳
華
甲

祝
賀
の
際
に
南
岳
は
「
華
甲
壽
筵
歌
」（『
七
香
斎
詩
抄
』
二
十
葉

表
）
に
お
い
て
、

　
　

及
門
子
弟
稱
三
千
（
及
門
の
子
弟
、
三
千
を
称
す
）

と
う
た
い
、
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
に
作
成
さ
れ
た
『
登

門
録
』（
泊
園
文
庫
蔵
）
の
例
言
に
は
、

明
治
六
年
本
院
再
興
以
來
及
門
ノ
弟
子
約
五
千
人
ナ
リ
然
ル

ニ
此
ニ
載
録
ス
ル
所
其
ノ
半
数
ニ
滿
サ
ル
モ
ノ
ハ
及
門
諸
君

ノ
住
所
不
明
却
テ
其
半
數
已
上
ニ
ア
レ
ハ
ナ
リ
。

と
あ
る
。
明
治
六
年
の
南
岳
の
書
院
復
興
以
来
、
弟
子
は
約
五
千

人
に
の
ぼ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
住
所
不
明
者
が
多
数
い
る
た

め
『
登
門
録
』
に
そ
の
す
べ
て
を
載
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

と
も
い
い
、
実
際
、『
登
門
録
』
所
載
の
門
人
を
数
え
る
と
千
六
百

五
十
六
名
に
な
る
。『
登
門
録
』
は
明
治
期
の
泊
園
塾
生
名
簿
と
し

て
は
最
も
整
備
さ
れ
た
記
録
で
あ
り
、
こ
れ
に
洩
れ
た
者
を
含
め

て
塾
生
約
五
千
人
と
い
う
の
は
実
際
の
数
と
見
て
よ
い
と
思
わ
れ

る
。

　

昭
和
時
代
に
な
る
と
、
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
十
一
月
発
行

の
新
聞
『
泊
園
』
第
十
二
号
所
載
の
「
泊
園
會
第
一
回
定
時
総
會

報
告
書
」
に
「
及
門
の
子
弟
は
萬
を
以
て
數
へ
」
た
と
い
う
。
南

岳
亡
き
後
、
黄
鵠
、
黄
坡
、
石
濱
純
太
郎
が
引
き
続
き
書
院
を
維

持
し
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
門
人
は
累
計
で
確
か
に
一
万
人
を
越

え
た
で
あ
ろ
う
。
他
に
書
院
の
朝
講
や
尚
徳
会
な
ど
講
筵
の
聴
講

者
、
詩
社
、
釈
奠
会
の
参
加
者
な
ど
を
含
め
る
と
、
泊
園
書
院
の

教
え
を
受
け
た
者
は
相
当
な
数
に
の
ぼ
る
に
違
い
な
い
。

　

こ
れ
ら
を
含
め
た
正
確
な
数
字
を
知
る
の
は
難
し
い
が
、
要
す

る
に
塾
生
数
（
寄
宿
生
）
と
し
て
は
明
治
中
期
に
約
五
千
名
、
昭

和
初
期
に
は
累
計
一
万
人
を
越
え
た
と
い
う
の
が
、
さ
し
あ
た
り
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図 2　泊園書院門人分布図（藪田貫教授の協力により作成）
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信
頼
し
う
る
目
安
で
あ
ろ
う
。

　

図
2
に
掲
げ
た
の
は
幕
末
お
よ
び
明
治
中
期
に
お
け
る
泊
園
門

人
分
布
図
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
見
て
も
そ
の
人
脈
が
全
国
の
広
い

範
囲
に
及
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

三　

活
躍
す
る
門
人

　

こ
の
よ
う
に
、
泊
園
書
院
で
学
ん
だ
門
人
は
お
び
た
だ
し
い
数

に
の
ぼ
る
が
、
の
ち
に
各
界
で
活
躍
す
る
こ
と
に
な
っ
た
者
も
当

然
な
が
ら
多
い
。
そ
の
主
な
人
物
を
列
挙
し
て
み
よ
う
。

　

た
と
え
ば
幕
末
の
砲
術
家
高
島
秋
帆
、
豊
岡
藩
（
兵
庫
県
）
の

藩
主
の
京
極
高
厚
、
尼
崎
藩
主
の
松
平
忠
興
、
藩
主
勤
王
の
志
士

で
明
治
時
代
に
外
務
大
臣
と
な
っ
た
陸
奥
宗
光
、
探
検
家
の
岡
本

韋
庵
、
近
代
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
草
分
け
岸
田
吟
香
、『
朝
日
新

聞
』
初
代
編
集
長
の
津
田
貞
、
大
阪
財
界
の
重
鎮
永
田
仁
助
、
武

田
薬
品
工
業
の
創
業
者
武
田
長
兵
衛
、
尼
崎
紡
績
工
場
（
現
ユ
ニ

チ
カ
）
の
創
業
者
福
本
元
之
助
、
明
治
大
学
の
初
代
学
長
松
岡
康

毅
、
中
央
大
学
（
英
吉
利
法
律
学
校
）
創
立
者
の
一
人
で
東
京
弁

護
士
会
長
と
な
っ
た
山
田
喜
之
助
、
商
工
大
臣
を
つ
と
め
た
俵
孫

一
、
第
四
代
朝
鮮
総
督
府
政
務
総
監
と
な
っ
た
下
岡
忠
治
、
東
洋

学
者
の
幣
原
坦
、
漢
学
者
の
岡
鹿
門
、
牧
野
謙
次
郎
、
島
田
欽
一

ら
は
、
い
ず
れ
も
泊
園
書
院
で
学
ん
だ
人
た
ち
で
あ
る
。

　

ま
た
、
中
国
哲
学
研
究
者
と
し
て
多
く
の
業
績
を
あ
げ
た
金
谷

治
、
本
学
の
学
長
・
理
事
長
を
長
く
つ
と
め
た
大
西
昭
男
、
関
西

大
学
第
一
高
等
学
校
校
長
の
長
谷
川
雅
樹
は
、
い
ず
れ
も
本
学
専

門
部
時
代
に
お
け
る
黄
坡
の
聴
講
生
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
人
々
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
十
分
調
査
が
な
さ
れ
て

お
ら
ず
、
あ
ま
り
周
知
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
今
回
の
調
査
で

初
め
て
泊
園
関
係
者
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
人
物
も
多

い
。

　

ち
な
み
に
、
現
在
の
森
下
仁
丹
株
式
会
社
の
創
業
者
、
森
下
博

は
明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）、
常
備
薬
「
仁
丹
」
を
発
売
し
た

が
、
仁
丹
の
名
は
森
下
が
平
素
敬
服
し
て
い
た
南
岳
の
命
名
に
よ

る
。
ま
た
明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）、
大
阪
新
世
界
の
ル
ナ
パ

ー
ク
に
建
て
ら
れ
た
「
通
天
閣
」
の
命
名
者
も
ほ
か
な
ら
ぬ
南
岳

で
あ
っ
た

）
6
（

。

　

こ
の
ほ
か
、
黄
坡
の
長
男
の
藤
澤
桓た

け
夫お

は
関
西
を
代
表
す
る
小

説
家
と
な
り
、
織
田
作
之
助
、
司
馬
遼
太
郎
、
田
辺
聖
子
ら
は
い

ず
れ
も
そ
の
薫
陶
を
受
け
て
い
る
。
桓
夫
は
泊
園
書
院
を
継
ぐ
こ
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と
は
な
か
っ
た
が
、
戦
後
、
関
西
大
学
に
泊
園
文
庫
が
一
括
寄
贈

さ
れ
た
の
は
桓
夫
の
決
断
に
よ
る
。

四　

波
乱
に
富
ん
だ
歴
史

　

次
に
、
そ
の
波
乱
に
富
ん
だ
歴
史
が
あ
る
。
改
め
て
整
理
す
る

な
ら
ば
、
泊
園
書
院
の
歴
史
は
次
の
四
つ
の
段
階
に
分
け
る
こ
と

が
で
き
る
。

第
一
期　

江
戸
時
代
後
期
か
ら
幕
末　

文
政
八
年
（
一
八
二

五
）
〜
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）

　
　
　
　
　

 

東

に
よ
る
泊
園
塾
開
設
と
隆
盛
、
南
岳
に
よ

る
継
承

第
二
期　

明
治
初
期　

明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
〜
同
五
年

（
一
八
七
二
）

　
　
　
　
　

南
岳
に
よ
る
讃
岐
高
松
「
泊
園
塾
」
の
開
設

第
三
期　

明
治
・
大
正
時
代　

明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
〜

大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）

　
　
　
　
　

南
岳
お
よ
び
黄
鵠
・
黄
坡
に
よ
る
書
院
の
発
展

第
四
期　

大
正
末
期
・
昭
和
前
期　

大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）

〜
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）

　
　
　
　
　

 

黄
坡
に
よ
る
書
院
の
継
承
と
石
濱
純
太
郎
に
よ

る
新
展
開
、
戦
災
に
よ
る
焼
失

　

第
一
期
は
東

に
よ
る
泊
園
塾
の
開
設
と
発
展
、
そ
し
て
幕
末

の
南
岳
に
よ
る
継
承
時
期
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、
泊
園
書
院
は
大

坂
に
お
け
る
徂
徠
学
派
の
中
心
と
し
て
儒
学
と
文
芸
の
発
展
に
寄

与
す
る
と
と
も
に
、
幕
末
期
に
至
っ
て
勤
皇
の
志
士
を
数
多
く
輩

出
し
た
。
こ
の
時
期
は
四
十
三
年
と
、
か
な
り
長
い
。

　

第
二
期
は
、
讃
岐
高
松
に
帰
っ
た
南
岳
に
よ
っ
て
新
た
に
泊
園

塾
が
開
か
れ
た
時
期
で
、
わ
ず
か
二
年
間
し
か
な
い
が
、
一
つ
の

段
階
と
し
て
数
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
明
治
維
新
期
に
お
け
る
騒

乱
の
さ
な
か
、
南
岳
が
再
度
大
阪
に
出
る
こ
と
は
必
ず
し
も
予
期

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
南
岳
に
よ
る
こ
の
時
期
の
塾

経
営
は
、
第
三
期
の
大
阪
に
お
け
る
泊
園
書
院
に
継
承
さ
れ
る
と

い
う
点
で
も
重
要
で
あ
る
。

　

第
三
期
は
大
阪
に
も
ど
っ
た
南
岳
に
よ
っ
て
泊
園
書
院
が
再
興

さ
れ
、
最
も
隆
盛
を
み
た
時
期
で
あ
る
。
鴻
儒
南
岳
の
名
声
と
学

問
、
人
徳
に
よ
っ
て
、
畿
内
を
は
じ
め
全
国
か
ら
学
生
が
集
ま
り
、
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政
界
・
官
界
・
法
曹
界
・
実
業
界
・
教
育
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
・

学
術
・
文
芸
な
ど
の
各
界
に
、
上
述
し
た
よ
う
な
す
ぐ
れ
た
人
材

を
叢
出
し
、
大
阪
の
み
な
ら
ず
、
近
代
日
本
の
発
展
に
大
き
く
寄

与
し
た
の
で
あ
る
。
壮
年
期
の
黄
鵠
・
黄
坡
も
南
岳
を
支
え
、
泊

園
書
院
は
黄
金
時
代
を
迎
え
た
。
こ
の
時
期
は
二
十
九
年
に
及
ん

で
い
る
。

　

第
四
期
は
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
二
月
に
お
け
る
南
岳
の

死
去
、
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
九
月
に
お
け
る
黄
鵠
の
死
去

を
う
け
て
、
黄
坡
と
石
濱
純
太
郎
が
書
院
を
主
宰
し
た
時
期
で
あ

る
。
と
り
わ
け
大
正
九
年
五
月
、
南
岳
死
去
直
後
に
石
濱
が
黄
坡

の
協
力
の
も
と
に
設
立
し
た
「
泊
園
書
院
学
会
」
は
、
内
藤
湖
南

ら
京
都
学
派
の
影
響
の
も
と
に
当
書
院
を
近
代
東
洋
学
の
拠
点
と

し
て
再
出
発
さ
せ
よ
う
と
す
る
勇
気
あ
る
試
み
で
あ
っ
た
。
こ
の

泊
園
書
院
学
会
の
活
動
自
体
は
四
年
ほ
ど
で
休
止
の
や
む
な
き
に

至
る
が
、
石
濱
と
黄
坡
の
努
力
に
は
重
要
な
意
義
が
あ
っ
た
と
い

え
る
。

　

黄
坡
が
本
学
の
予
科
、
つ
い
で
専
門
部
の
講
師
（
の
ち
に
教
授
）

と
な
り
、
泊
園
書
院
と
本
学
の
縁
が
生
じ
た
の
も
こ
の
時
期
で
あ

る
。
石
濱
も
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
に
本
学
法
文
学
部
文
学
科

の
講
師
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
六
月
の
大
阪
大
空
襲
に

よ
っ
て
書
院
の
建
物
は
灰
燼
に
帰
し
、
つ
い
で
昭
和
二
十
三
年
（
一

九
四
八
）、
黄
坡
の
死
去
に
よ
っ
て
書
院
の
活
動
は
終
わ
り
を
告
げ

た
。
こ
の
第
四
期
は
足
か
け
二
十
八
年
に
わ
た
る
。

五　

書
院
の
出
版
活
動

　

泊
園
書
院
が
刊
行
物
を
継
続
し
て
出
版
し
た
点
も
大
き
な
特
色

で
あ
る
。
こ
れ
は
書
院
の
活
動
を
社
会
に
周
知
す
る
と
と
も
に
、

泊
園
塾
生
・
同
窓
生
の
組
織
を
維
持
す
る
の
に
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
。

　

ま
ず
、
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
に
「
泊
園
同
窓
会
規
則
」

が
定
め
ら
れ
、
同
会
は
そ
の
後
ほ
ぼ
毎
年
同
窓
会
誌
を
発
行
し
、

書
院
の
活
動
や
会
員
の
消
息
、「
文
苑
」「
詩
壇
」
と
い
っ
た
会
員

の
漢
詩
文
欄
、
会
計
報
告
な
ど
の
情
報
を
載
せ
た
。
同
窓
会
誌
は

少
な
く
と
も
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
の
「
第
貳
拾
参
四
六
五
回
」

ま
で
出
て
い
る
が
、
同
窓
会
自
体
は
昭
和
前
期
ま
で
続
い
た
。

　

次
に
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）、
石
濱
と
黄
坡
は
上
述
の
「
泊

園
書
院
学
会
」
を
設
立
、
高
度
な
学
術
誌
『
泊
園
書
院
学
会
々
報
』
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を
第
二
冊
ま
で
だ
が
刊
行
し
て
い
る
。
黄
坡
と
石
濱
は
さ
ら
に
昭

和
二
年
（
一
九
二
七
）
十
二
月
、
タ
ブ
ロ
イ
ド
版
新
聞
『
泊
園
』

を
創
刊
し
た
。
こ
の
新
聞
は
そ
の
後
ほ
ぼ
毎
月
刊
行
さ
れ
、
第
五

十
六
号
（
一
九
四
二
年
五
月
）
ま
で
続
き
、
さ
ら
に
一
ノ
一
号
〜

二
ノ
四
号
（
一
九
四
二
年
六
月
〜
一
九
四
三
年
九
月
）
に
至
っ
て

い
る
。
内
容
は
書
院
の
活
動
の
紹
介
、
漢
詩
文
の
掲
載
、
会
員
動

向
、
写
真
、
資
料
紹
介
な
ど
き
わ
め
て
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
多
数
の
刊
行
物
の
出
版
は
泊
園
と
い
う
学
問
所
を

中
心
と
し
て
い
か
に
多
く
の
人
々
が
結
集
し
て
い
た
か
を
物
語
る

も
の
で
あ
り
、
書
院
の
教
育
・
講
学
が
絶
え
間
な
く
続
い
て
い
た

こ
と
の
証
で
も
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
東

・
南
岳
・
黄
鵠
・
黄
坡

の
著
作
に
は
泊
園
書
院
か
ら
刊
行
さ
れ
た
も
の
も
多
い
。
い
わ
ば

「
刻
書
」
も
行
な
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
は
泊
園

書
院
の
精
力
的
活
動
を
よ
く
示
す
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ま
た
近
代

の
私
塾
と
し
て
は
他
に
例
を
見
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

六　

戦　

後

　

先
述
し
た
よ
う
に
、
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）、
黄
坡
の
死

去
に
よ
っ
て
泊
園
書
院
は
幕
を
閉
じ
る
。
し
か
し
そ
の
後
、
本
学

が
泊
園
の
精
神
を
受
け
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
時
期
に
お
い

て
重
要
な
の
は
泊
園
文
庫
の
寄
贈
、
東
洋
文
学
科
の
開
設
、
東
西

学
術
研
究
所
の
設
立
、
泊
園
記
念
会
の
創
設
な
ど
で
あ
り
、
近
年

に
お
い
て
は
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
の
採
択
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

ま
ず
、
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）、
戦
災
を
免
れ
た
泊
園
書

院
の
蔵
書
そ
の
他
の
所
蔵
品
が
、
か
ね
て
か
ら
か
ら
縁
の
深
か
っ

た
本
学
に
一
括
寄
贈
さ
れ
「
泊
園
文
庫
」
が
誕
生
し
た
。
泊
園
文

庫
は
一
万
六
千
五
百
点
余
、
二
万
数
千
冊
に
の
ぼ
る
書
籍
を
中
心

に
、
東

以
下
、
泊
園
院
主
の
自
筆
稿
本
約
六
百
二
十
点
余
、
さ

ら
に
印
章
百
七
十
二
顆
や
多
数
の
書
画
を
含
む
一
大
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
で
あ
る
。
ま
さ
に
漢
籍
の
宝
庫
で
あ
り
、
日
本
近
世
・
近
代
の

大
阪
文
芸
の
縮
図
と
い
え
よ
う

）
7
（

。

　

つ
い
で
同
年
に
は
泊
園
書
院
の
学
術
を
受
け
継
ぐ
べ
く
、
文
学

部
に
東
洋
文
学
科
（
現
在
の
中
国
学
専
修
）
が
開
設
さ
れ
る
と
と

も
に
、
泊
園
文
庫
の
整
理
を
重
要
な
目
的
と
し
て
東
西
学
術
研
究

所
が
設
立
さ
れ
た
。
そ
し
て
昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）
年
に

は
泊
園
記
念
会
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
泊
園
記
念
会
で

は
毎
年
一
回
、
公
開
講
演
会
を
「
泊
園
記
念
講
座
」
の
名
で
開
催
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し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）、
泊
園
記
念
会
開
設
三
十

周
年
の
際
に
は
西
田
奎
一
氏
よ
り
書
籍
の
寄
贈
が
な
さ
れ
た
。
南

岳
・
黄
坡
の
高
弟
だ
っ
た
そ
の
父
、
西
田
幾
太
郎
（
号
は
逸
堂
）

の
蔵
書
で
、
百
八
十
八
点
、
計
六
百
六
十
四
冊
を
数
え
、
現
在
、

東
西
学
術
研
究
所
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、
石
濱
純
太
郎
は
戦
後
か
ら
現
在
に
至
る
関
西
大
学
の
東

洋
学
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
。
上
述
し
た
よ
う
に
、
大
正
中
期

以
降
、
石
濱
の
登
場
に
よ
っ
て
泊
園
書
院
は
新
し
い
学
術
の
風
を

吹
き
込
ま
れ
た
。
戦
後
の
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）、
石
濱
は

新
設
さ
れ
た
本
学
文
学
部
の
教
授
と
し
て
研
究
と
教
育
に
貢
献
し

て
お
り
、
本
学
に
東
西
学
術
研
究
所
と
東
洋
文
学
科
が
設
立
さ
れ

た
の
も
ほ
か
な
ら
ぬ
石
濱
の
尽
力
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
石
濱
は

昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）、
本
学
最
初
の
文
学
博
士
号
を
授
与

さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
石
濱
の
薫
陶
を
受
け
た
本
学
教
授
・
大
庭
脩
は
昭
和

六
十
一
年
（
一
九
八
六
）、
日
本
漢
籍
受
容
の
研
究
に
よ
り
学
士
院

賞
を
受
け
て
い
る
が
、
大
庭
の
こ
の
研
究
は
も
と
も
と
泊
園
書
院
・

文
庫
の
調
査
に
始
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

石
濱
が
中
心
と
な
っ
て
設
立
し
た
東
西
学
術
研
究
所
は
す
ぐ
れ

た
研
究
を
展
開
し
、
近
年
、
文
部
科
学
省
の
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

「
ア
ジ
ア
文
化
交
流
研
究
セ
ン
タ
ー
」（
Ｃ
Ｓ
Ａ
Ｃ
）
の
設
立
、
さ

ら
に
は
「
東
ア
ジ
ア
の
文
化
交
渉
」
を
課
題
と
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル

Ｃ
Ｏ
Ｅ
の
採
択
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
見
る
と
き
、
本
学
に
お
け
る
中
国
学
・
東
洋
学
が

泊
園
書
院
の
伝
統
を
基
礎
に
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
に
改
め
て
気

づ
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
泊
園
書
院
は
東
京
の
私
塾
の
二
松
学
舎

や
慶
応
義
塾
の
よ
う
に
「
大
学
」
に
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
の

果
た
し
た
役
割
は
き
わ
め
て
大
き
か
っ
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
な

い
。
そ
し
て
戦
後
に
お
い
て
、
本
学
で
大
輪
の
花
を
新
た
に
咲
か

せ
た
こ
と
に
な
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
泊
園
書
院
の
建
物
は
戦
災
に
よ
っ
て
焼
失
し
た
が
、

戦
後
、
黄
坡
の
子
の
桓
夫
に
よ
っ
て
記
念
碑
が
立
て
ら
れ
た
。
写

真
3
が
そ
れ
で
あ
る
。
中
央
に
桓
夫
の
自
筆
で
「
泊
園
書
院
址
」

と
大
書
さ
れ
、
左
下
に
「
藤
澤
桓
夫
識
」（
藤
澤
桓
夫
識し

る
す
）
と
書

か
れ
て
い
る
。
こ
の
碑
は
今
年
八
月
新
た
に
見
出
さ
れ
た
も
の
で
、

所
在
地
は
大
阪
の
旧
竹
屋
町
、
現
在
の
島
之
内
一
丁
目
の
泊
園
書

院
分
院
、
の
ち
の
本
院
（
写
真
2
）
の
跡
地
で
あ
る
。
本
碑
は
民
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家
の
中
庭
に
置
か
れ
て
い
た
た
め
、
そ
の
存
在
は
外
部
に
知
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
が
、
こ
の
た
び
幸
運
に
も
そ
れ
が
わ
か
っ
た
の
で

あ
る
。
偶
然
と
は
い
え
、
泊
園
記
念
会
創
立
五
十
周
年
記
念
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
後
述
）
の
準
備
中
に
見
出
さ
れ
た
の
も
不
思
議

な
め
ぐ
り
合
わ
せ
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
こ
の
碑
は
各
位
の
配
慮
と
尽
力
に
よ
り
本
学
の
以
文

館
北
側
に
移
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
あ
と
に
い
う
国
際
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
際
に
そ
の
除
幕
式
を
行
な
っ
た
。
以
文
館
に
は
泊
園
書

院
と
関
係
の
深
い
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
「
文
化
交
渉
学
教
育
研
究

拠
点
」
が
置
か
れ
て
お
り
、
こ
の
碑
は
本
学
に
お
け
る
中
国
学
・

東
洋
学
の
出
発
点
を
示
す
記
念
と
し
て
き
っ
と
長
く
親
し
ま
れ
る

こ
と
で
あ
ろ
う
。

七　

記
念
行
事
な
ど

　

昨
年
（
二
〇
一
〇
）、
泊
園
記
念
会
は
開
設
五
十
周
年
を
迎
え
、

十
月
二
十
三
日
、
第
五
十
回
泊
園
記
念
講
座
と
し
て
国
際
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
東
ア
ジ
ア
の
伝
統
教
育
と
泊
園
書
院
」
を
本
学
以
文
館

で
開
催
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

写真 3　藤澤桓夫「泊園書院址」碑（本学以文館北側）
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泊
園
書
院
址
碑
除
幕
式

　

基
調
報
告

　
　

藪
田　

貫
（
本
学
文
学
部
教
授
、
泊
園
記
念
会
会
長
）

　

講
演

　
　

ロ
ナ
ル
ド 
P. 
ト
ビ
（
ア
メ
リ
カ
、
イ
リ
ノ
イ
大
学
教
授
）

　
　

水
田
紀
久
（
木
村
蒹
葭
堂
顕
彰
会
代
表
）

　
　

李
弘
祺
（T

hom
as H
. C. Lee

、台
湾
、国
立
交
通
大
学
教
授
）

　
　

鄭
萬
祚
（
韓
国
、
国
民
大
学
校
教
授
）

　
　

辻
本
雅
史
（
京
都
大
学
大
学
院
教
授
）

　
　

湯
浅
邦
弘
（
大
阪
大
学
大
学
院
教
授
）

　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
泊
園
文
庫
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

　
　

吾
妻
重
二
（
本
学
文
学
部
教
授
、
泊
園
記
念
会
副
会
長
）

　

講
演
者
は
そ
れ
ぞ
れ
ア
メ
リ
カ
、
中
国
・
台
湾
、
中
国
、
韓
国
、

日
本
の
伝
統
教
育
お
よ
び
書
院
研
究
の
第
一
人
者
と
し
て
活
躍
す

る
著
名
な
方
々
で
あ
り
、
学
生
、
教
員
、
一
般
参
加
者
ほ
か
、
藤

澤
家
・
石
濱
家
の
方
々
に
も
多
数
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
盛
大
裏

に
終
了
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
十
月
十
八
日
か
ら
十
一
月
十
三
日
ま
で
の
ほ
ぼ
一

ヵ
月
、
特
別
記
念
展
示
「
藤
澤
東

・
南
岳
・
黄
鵠
・
黄
坡
と
石

濱
純
太
郎
の
学
統
」
を
二
会
場
に
分
け
て
開
催
し
た
。
第
一
会
場

（
総
合
図
書
館
展
示
室
）
で
は
「
泊
園
の
学
術
と
泊
園
文
庫
」
と
題

し
て
泊
園
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
貴
重
書
や
彼
ら
の
著
作
、
書
画
な

ど
を
展
示
し
、
第
二
会
場
（
正
門
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
横
ア
ー

ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）
で
は
「
泊
園
書
院
の
歩
み
」
と
題
し
て
、
百
二

十
余
年
に
わ
た
る
泊
園
書
院
の
歴
史
と
発
展
を
、
写
真
や
パ
ネ
ル

を
多
用
し
て
た
ど
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
大
規
模
な
展
示
会
は
泊
園

記
念
会
始
ま
っ
て
以
来
の
こ
と
で
あ
り
、
多
く
の
参
観
者
が
あ
っ

た
。

　

泊
園
書
院
お
よ
び
文
庫
は
こ
れ
ま
で
一
部
の
関
係
者
に
し
か
知

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
さ
に
「
知
る
人
ぞ
知
る
」
だ
っ
た
の
で

あ
る
。
し
か
し
今
回
、
記
念
行
事
開
催
の
た
め
に
調
査
を
行
な
っ

て
い
て
筆
者
自
身
驚
か
さ
れ
た
の
は
、
泊
園
が
こ
れ
ま
で
の
知
見

を
は
る
か
に
超
え
る
巨
大
な
存
在
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

近
世
・
近
代
に
お
け
る
大
阪
文
化
の
拠
点
と
し
て
、
ま
た
日
本
の

漢
学
・
中
国
学
、
東
ア
ジ
ア
学
を
担
っ
た
学
問
所
と
し
て
、
泊
園

書
院
は
今
後
い
っ
そ
う
の
究
明
が
必
要
で
あ
ろ
う

）
8
（

。
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注（
1
）  

『
懐
徳
堂
研
究
』
第
一
号
（
大
阪
大
学
文
学
研
究
科
・
文
学

部　

懐
徳
堂
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
〇
年
）、
釜
田
啓
市
氏

の
同
書
翻
刻
に
よ
る
。
著
者
の
中
井
木
菟
麻
呂
（
一
八
五
五

－

一
九
四
三
）
は
懐
徳
堂
の
中
井
桐
園
の
長
男
で
、
中
井
履
軒
の

曾
孫
に
あ
た
る
。

（
2
）  

関
西
大
学
総
合
図
書
館
に
も
一
本
を
蔵
す
る
が
、
傷
み
が
ひ

ど
い
た
め
、
い
ま
松
村
博
『
大
阪
の
橋
』（
松
籟
社
、
一
九
八

七
年
）
二
〇
頁
の
影
印
に
よ
る
。
な
お
、『
文
学
研
究
』
第
五

九
号
（
日
本
文
学
研
究
会
、
一
九
八
四
年
）
に
石
井
功
一
・
菅

宗
次
両
氏
に
よ
る
『
名
橋
長
短
録
』
の
解
題
と
翻
刻
が
あ
る
。

（
3
）  

折
本
一
帖
。
関
西
大
学
総
合
図
書
館
蔵
。
表
紙
題
簽
は
「
風

流
巷
之
噂
」。

（
4
）  

藤
澤
南
岳
編
『
楊
史
文
鈔
』
二
冊
（
写
本
、
泊
園
文
庫
蔵
）

に
綴
じ
こ
ま
れ
た
田
中
華
城
自
筆
序
。
い
ま
石
濱
純
太
郎
「
泊

園
文
庫
藏
書
記
㈡
」（『
關
西
大
學
東
西
學
術
研
究
所
々
報
』
第

二
号
、
一
九
五
二
年
）
の
翻
刻
に
よ
る
。

（
5
）  

水
原
渭
江
は
南
岳
に
つ
い
て
「
経
・
史
・
子
・
集
の
諸
学
に

広
く
通
じ
、（
中
井
）
竹
山
以
後
稀
に
み
る
学
匠
で
あ
っ
た
」

と
賞
し
て
い
る
。
首
肯
で
き
る
評
価
で
あ
る
。『
大
阪
の
学
問

と
教
育
』（
毎
日
放
送
文
化
双
書
六
、
一
九
七
三
年
）「
大
阪
の

漢
学
」の
う
ち「
大
阪
の
漢
詩
壇
に
つ
い
て
」（
同
書
九
八
頁
）。

（
6
）  

『
朝
日
新
聞
』（
大
阪
版
）
昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）
三

月
二
十
五
日
夕
刊
の
記
事
「
命
名
は
儒
学
者　

通
天
閣
鼻

高
々
」
を
参
照
。

（
7
）  

泊
園
文
庫
お
よ
び
同
文
庫
所
蔵
の
自
筆
稿
本
に
つ
い
て
は
、

吾
妻
重
二
「
関
西
大
学
泊
園
文
庫
自
筆
稿
本
目
録
に
つ
い
て
」

（『
ア
ジ
ア
文
化
交
流
研
究
』
第
五
号
、
関
西
大
学
ア
ジ
ア
文
化

交
流
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
〇
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
8
）  

本
稿
で
述
べ
た
泊
園
書
院
関
係
資
料
に
関
し
て
、
筆
者
は
先

般
『
泊
園
書
院
歴
史
資
料
集
―
泊
園
書
院
資
料
集
成
1
』（
関

西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
資
料
叢
刊
二
九

－

一
、
関
西
大
学
出

版
部
、
二
〇
一
〇
年
）、
お
よ
び
『
藤
澤
東

・
南
岳
・
黄
鵠
・

黄
坡
と
石
濱
純
太
郎
』（
泊
園
記
念
会
創
立
五
十
周
年
特
別
記

念
展
示
展
観
目
録
、
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
、
二
〇
一
〇

年
）
を
刊
行
し
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
参
照
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
あ
る
。

 

（
あ
づ
ま　

じ
ゅ
う
じ　

関
西
大
学
文
学
部
教
授
）


